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1 ． は じめに

　英語 は 、
ス トレ ス を担 う音節 の 問の 区間 （interstress　interval：ISI）を単位 と して リ

ズ ム を形成す る stress
・timed　languageで あ り、音節数が 異な る ISIで もほ ぼ一

定の ISI

を保 つ た め に 、
ス トレ ス の ない 音節 は短 く発音 され る 。 また 、ス トレ ス の ない 音節 の 増

加 に伴 うス トレ ス を担 う母 音の 持続時 間短縮 （compression 　effect ）や知覚にお け る ISI
内で の 補償現象も報告 され て い る。

一
方、 日本語 はモ

ー
ラ を単位 とす る mora ・timed

language と言われて い るが 、 日本人学習者 の 英語 にお ける持続時間制御に著 しい 影響

を与 え る要因 と して 、ISI内の ス トレ ス の ない 音節が 2 単語以上 に また が るか
、 同

一
単

語 内で あ るか とい うISI構 造の 違い が観測 されて い る （須藤 、
2010 ）。

　本研究の 目的は 、 TOEIC に よ り測定 され る英語能力 と リズ ム パ タ
ー

ン 生成 との 関係

を比較 ・検討す る こ とで あ る。具体的 に は、 リズ ム に関 して ISIに着 目し、　 ISI の 持続

時間制御を観測 した 。 目本人英語学習者 に つ い て 、米 国滞在経験 の 有無に よ り 2 つ の グ

ル
ープ を用 意 し、米国 滞在経験 とい う要素が学習者 の 英語習熟度に 与 える影響を生 成パ

ター
ン と TOEIC ス コ ア の 観点か ら分析 ・検討 した 。

2 ，生成実験

2．1．実験方法

　日本人英語学習者 と米 語母語 話者 の リズ ム パ タ
ー

ン の 生成 を持続時間制御 の 観点か

ら観測す るた め、生成実験を実施 した 。 被験者に 6 種類の 英文 を読ん で も らい 、録音 し

た 。 実験文 （Table　1）の 分析対象 と して い る ISI は、　 ISI 内でス トレ ス の な い 音節 が 2

単語 以上 に また が る文 と同
一

単語 内の 文 とで構成され て い た （ISI　1）。　IS正 1 の 音節数

は変化するが 、
ISI　1 に続 く ISI （ISI　2）の 音節数は

一
定で あ り、 2 音節で あっ た。 今

回 の 実験に おい て は 、各文に つ き 2 つ の ISI の 持続時間を測定 し、　 ISI　2 を単位 と した

ISI　1 の 持続時間 （
iSiliSl2

） を計測 し、 各被験者の 発話速度の 規格化 （normalization ）を

行 っ た 。 各被験者に つ い て 、各文 3 回の 繰 り返 し、 18 の 発 話 を測 定 した。
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Table　1．Linguistic　Mate 　ri　als

P ！et θ　P 〃 ays 　thθ ．ρ 1iano，
　 　 Isエ　　　　　エSI2
Plete　cam 　pl　f　aア 訪 θメフ！iano．
　 　 ISII　　　　　　　　ISI2
P ！eterpl 　l　ays 　thθPliano ．
　 　 ISII　　　　　ISI2
P ！et．er 　can 　Pノ！ay 　thθ P 〆iano．
　 　 ISI玉　　　　　　　　　ISI2
P ！eterson 　pl　X　ays 　tカθ P ！iano．
　 　 ISII　　　　　　　　　　ISI2
P ／et θrSOII 　can 　P〃 ay 　tカepliano ．
　 　 ISIl　　　　　　　　　　　　 ISI2

ISI　1内の 音節数

　 　 　 1

2

2

3

3

4

2．2．実験被験者

　実験の 被験者は 、 日本人英語学習者 2 グル
ープ と米語 母語話者 1 グル

ープ 、計 3 グ

ル
ープで あ っ た 。 具体的に は 、 日本人英語 学習者 と して 、米国滞在経験の ある学習者

（RTN ） 10 名 と滞在経験の ない 学習者 （JPN ）8 名の 2 グル
ープを用 意 した 。 米語 母

語 話者 （AMR ） 10名 はす べ て 、 カ リフ ォ ル ニ ア 出身の 成人 話者で あっ た 。 日本人 被験

者 は全 員大学生 で 、 公 式 TOEIC テ ス トを受験 した 。 被験者 グル
ープ RTN の 米国滞在

期問は 1 年以上で あ り 、 最長期間は 10年で あ っ た 。 臨界期 と言 われて い る思春期 （12、

13歳頃） よ りも前に米国滞在を開始 した被験者を用意 した 。 米国滞在開始年齢は 0 歳

か ら 9 歳で あ っ た 。

3 ．実験結果

　 日本人 被験者 の 公 式 TOEIC テ ス トの ス コ ア に よ り、英語能力 を測定 した （Table　2）。

総合点 にお い て も、リス ニ ン グセ ク シ ョ ン ・リーデ ィ ン グセ ク シ ョ ン にお い て も、RTN

が JPN よ りもス コ ア が 高く 、 有意差が観測 され た（p く 0．01）。 音節数が 変化 しな い ISI　2

を単位 と した音節数 の 変化す る ISI　1 の 持続時 間 は 、 3 つ の 被験者グル
ープ問 で 異な っ

てい る こ とが観 測 された（Figure　1）。 ま た 、　ISIが 同
一

単語 内に ある場合 と 2 単語 以上

に ま た が る場合で は 、 変化率 が被験 者 グル ープで 異な っ て い る こ とが観察された 。

Table　2．TOEIC 　Average　Scores　of

cJPN 　and 　RTN
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